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平成15年10月 6日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

規
　
則

◯
秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
一
・
総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
立
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
二
・
学
術
振
興
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
三
・
環
境
政
策
課
）
…
２

◯
とヽ

畜
場
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
四
・
生
活
衛
生
課
）
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七

五
・
都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

◯
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
住
宅
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七

六
・
建
築
住
宅
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

訓
　
令

◯
秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
二
〇
・
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
８

◯
秋
田
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
二
一
・
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
七
十
一
号

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
十
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

県
立
大
学
に
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
を
置
く
。

第
三
十
条
の
三
第
二
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号

と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
　
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
室

第
三
十
条
の
五
第
一
項
中
「
、
教
務
学
生
課
」
の
下
に
「
、
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
室
」
を
加

え
、
同
項
教
務
学
生
課
の
項
第
三
号
中
「
、
聴
講
生
等
及
び
公
開
講
座
」
を
「
及
び
聴
講
生
等
」
に

改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
室

一
　
研
究
の
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
研
究
資
金
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
共
同
研
究
及
び
受
託
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
研
究
成
果
の
普
及
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
研
究
者
の
受
入
れ
及
び
派
遣
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
研
究
に
係
る
国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
百
四
十
五
条
第
二
項
の
表
中
第
五
十
一
号
を
第
五
十
二
号
と
し
、
第
十
九
号
か
ら
第
五
十
号

ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

第
二
百
四
十
五
条
第
二
項
の
表
の
備
考
一
中
「
第
二
十
三
号
」
を
「
第
二
十
四
号
」
に
改
め
、
同

条
第
五
項
中
「
第
四
十
八
号
」
を
「
第
四
十
九
号
」
に
、
「
第
四
十
九
号
か
ら
第
五
十
一
号
ま
で
」

を
「
第
五
十
号
か
ら
第
五
十
二
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
立
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
七
十
二
号

秋
田
県
立
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
立
大
学
学
則
（
平
成
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
）

１

規
　
　
　
　
　
　
則

ペ
ー
ジ

十
九

地
域
共
同
研

究
セ
ン
タ
ー

長

県
立
大
学
の

地
域
共
同
研

究
セ
ン
タ
ー

上
司
の
命
を
受
け
て
、
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

の
事
務
を
掌
理
し
、
所
属
の
職
員
を
指
揮
監
督
す

る
。
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第
四
条
の
二

本
学
に
、
本
学
及
び
秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
に
お
け
る
学
術
研
究
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
科
学
技
術
の
発
展
及
び
産
業
の
振
興
に
資
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
を
置
く
。

第
十
二
条
を
削
り
、
第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
九
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

第
十
条

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
に
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
置
く
。

第
十
四
条
中
「
並
び
に
第
八
条
か
ら
第
十
一
条
及
び
前
条
」
を
「
及
び
第
八
条
か
ら
前
条
ま
で
」

に
改
め
る
。

第
十
八
条
を
削
り
、
第
十
九
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
二
十
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
二
十
一
条
第
四
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改

め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
協
議
会
）

第
二
十
一
条

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
に
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
協
議
会
を
置
く
。

２

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

一
　
学
長

二
　
学
部
長

三
　
研
究
科
長

四
　
総
合
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長

五
　
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長

六
　
秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
長

七
　
木
材
高
度
加
工
研
究
所
長

八
　
事
務
局
長

九
　
そ
の
他
学
長
が
指
定
し
た
者

３

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
協
議
会
は
、
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

を
審
議
す
る
。

一
　
事
業
計
画
に
関
す
る
事
項

二
　
規
程
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
事
項

三
　
施
設
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
事
項

四
　
教
員
の
人
事
に
関
す
る
事
項

五
　
そ
の
他
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
重
要
な
事
項

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
協
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

別
に
定
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
秋
田
県
立
大
学
評
議
会
規
則
の
一
部
改
正
）

２

秋
田
県
立
大
学
評
議
会
規
則
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
　
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長

第
三
条
中
「
前
条
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
」
を
「
前
条
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」

に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
及
び
第
五
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
」
を
「
第
二
条

第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
七
十
三
号

秋
田
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
秋
田
県
規
則
第
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
項
イ
中
「
第
二
条
第
六
号
」
を
「
第
二
条
第
七
号
」
に
、
「
同
条
第
七
号
」
を

「
同
条
第
八
号
」
に
、
「
同
条
第
八
号
」
を
「
同
条
第
九
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
の
二
の
項
ホ
中
「
水
資
源
開
発
公
団
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二

十
条
第
一
項
」
を
「
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
十
三

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
の
六
の
項
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の

五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
四
の
六
の
項
の
改
正
規
定
は
、
平

成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

とヽ

畜
場
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
七
十
四
号

とヽ

畜
場
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
とヽ

畜
場
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

２
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第
一
条

とヽ

畜
場
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

と
畜
場
法
施
行
細
則

第
一
条
第
一
項
中
「
とヽ

畜
場
法
」
を
「
と
畜
場
法
」
に
、
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第

一
項
」
に
、
「
とヽ

畜
場
設
置
」
を
「
と
畜
場
の
設
置
」
に
、
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同

項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
とヽ

畜
場
」
を
「
と
畜
場
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「
市
町
村
立
の
場
合
は
、
」
を
「
申
請
者
が
市
町
村
の
場
合
は
」
に
、
「
写
又
は
」
を
「
写
し
、」

に
、
「
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
写
」
を
「
当
該
法
人
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
写
し
」
に
改

め
、
同
項
第
五
号
中
「
、
建
物
」
を
「
又
は
建
物
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
条
第
三
項

に
規
定
す
る
とヽ

畜
場
」
を
「
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
と
畜
場
」
に
改
め
る
。

第
六
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
七
条
」
に
、
「
様
式
第
五
号
」
を
「
様
式
第
九
号
」
に
改
め
、

同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
四
条
中
「
とヽ

畜
場
法
施
行
令
」
を
「
と
畜
場
法
施
行
令
」
に
、
「
第
三
条
第
二
号
」
を
「
第

四
条
第
二
号
」
に
、
「
様
式
第
四
号
」
を
「
様
式
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
同

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
と
畜
場
外
持
出
し
の
許
可
）

第
六
条

令
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
と
畜
場
外
に
牛
の
皮
を
持
ち
出
そ
う
と
す
る

者
は
、
様
式
第
六
号
に
よ
る
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

令
第
五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
と
畜
場
外
に
牛
の
卵
巣
を
持
ち
出
そ
う
と
す
る
者

は
、
様
式
第
七
号
に
よ
る
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

令
第
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
と
畜
場
外
に
獣
畜
の
肉
等
を
持
ち
出
そ
う
と
す
る

者
は
、
様
式
第
八
号
に
よ
る
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
中
「
第
九
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
様
式
第
三
号

に
よ
る
届
書
」
を
「
様
式
第
四
号
に
よ
る
届
出
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
二
条
中
「
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」

に
、「
様
式
第
二
号
」
を
「
様
式
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
衛
生
管
理
責
任
者
の
配
置
等
の
届
出
）

第
二
条

法
第
七
条
第
六
項
（
法
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

住　　所

氏　　名

年　　月　　日生

□法人にあつては、その名称、主たる事務所の□
所在地及び代表者の氏名　　

と畜場設置許可について（申請）

次のとおりと畜場を設置したいから、と畜場法第４条第１項の規定により許可を申請します。

１　と畜場の名称及び所在地

２　と畜場の区別

３　処理する獣畜の種類及びその１日当たりの頭数

４　食肉の取引を行おうとする場合は、その概要

５　事業開始予定年月日

様式第１号　と畜場設置許可申請書（第１条関係）

（Ａ４判）

（ ）



平成15年10月 6日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

様
式
第
五
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
九
号
と
す
る
。

様
式
第
四
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
を
削
り
、

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様

式
を
様
式
第
五
号
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。

４

第
５
条
　
　
　
第
７
条
　
　
　
　
と ヽ

畜
場
法
施
行
令
第
４
条
　
　
　
と
畜
場

法
施
行
令
第
７
条

第
４
条
　
　
　
第
５
条
　
　
　
　
　
　
（
記
号
及
び
番
号
）

と ヽ

畜
場
法
施
行
令
第
３
条
第
２
号
　
　
　
と
畜
場
法
施
行
令
第
４
条
第
２
号

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

住　　所

氏　　名

□法人にあつては、その名称、主たる事務所の□
所在地及び代表者の氏名　　

牛の皮のと畜場外持出許可について（申請）

次のとおり牛の皮のと畜場外持出しをしたいから、と畜場法施行令第５条第１項第１号の規定により許可を申請し

ます。

１　と畜場の名称及び所在地

２　牛の皮の持出しを開始する年月日及び持出しを行う期間

３　１日に持出しを行う牛の皮の数量の上限及び個体識別方法

４　牛の皮の持出しを行う者の住所、氏名及び連絡先

５　牛の皮の運搬方法並びに落下及び紛失を防止するための措置内容

６　持ち出された牛の皮を保存する者の住所、氏名及び連絡先

７　持ち出された牛の皮を保存する施設の名称、所在地及び連絡先並びに当該施設における１日当たりの保存可能量

様式第６号　牛の皮のと畜場外持出許可申請書（第６条関係）

（Ａ４判）

（ ）



平成15年10月 6日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

５

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

住　　所

氏　　名

□法人にあつては、その名称、主たる事務所の□
所在地及び代表者の氏名　　

牛の卵巣のと畜場外持出許可について（申請）

次のとおり牛の卵巣のと畜場外持出しをしたいから、と畜場法施行令第５条第１項第２号の規定により許可を申請

します。

１　と畜場の名称及び所在地

２　牛の卵巣の持出しを開始する年月日及び持出しを行う期間

３　１日に持出しを行う牛の卵巣の数量の上限及び個体識別方法

４　牛の卵巣の持出しを行う者の住所、氏名及び連絡先

５　牛の卵巣の運搬方法及び紛失を防止するための措置内容

６　持ち出された牛の卵巣を保存する者の住所、氏名及び連絡先

７　持ち出された牛の卵巣を保存する施設の名称、所在地及び連絡先並びに当該施設における１日当たりの保存可能

量

様式第７号　牛の卵巣のと畜場外持出許可申請書（第６条関係）

（Ａ４判）

（ ）

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

住　　所

氏　　名

□法人にあつては、その名称、主たる事務所の□
所在地及び代表者の氏名　　

獣畜の肉等のと畜場外持出許可について（申請）

次のとおり焼却のため獣畜の肉等のと畜場外持出しをしたいから、と畜場法施行令第５条第１項第３号の規定によ

り許可を申請します。

１　と畜場の名称及び所在地

２　獣畜の肉等の持出しを行う年月日

３　獣畜の肉等の持出しを行う者の住所、氏名及び連絡先並びに運搬方法

４　持ち出された獣畜の肉等を焼却する者の住所、氏名及び連絡先

５　持ち出された獣畜の肉等を焼却する施設の名称、所在地及び連絡先

様式第８号　獣畜の肉等のと畜場外持出許可申請書（第６条関係）

（Ａ４判）

（ ）



平成15年10月 6日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

様
式
第
三
号
中
「

」
を
「

」
に

改
め
、
「

」
を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
四
号
と
す
る
。

様
式
第
二
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
を
削
り
、

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
三

号
と
す
る
。

様
式
第
一
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

６

自
家
用
と
さ
つ
届
（
第
３
条
　
　
　
自
家
用
と
さ
つ
届
出
書
（
第
４
条

（
記
号
及
び
番
号
）

と ヽ

畜
場
法
第
９
条
第
１
項
第
１
号
　
　
　
、
と
畜

場
法
第
1
3
条
第
１
項
第
１
号

第
２
条
　
　
　
第
３
条
　
　
　
　
　
　
（
記
号
及
び
番
号
）

と ヽ

畜
場
法
第
８
条
第
１
項
　
　
　
と
畜
場
法
第
1
2
条
第
１
項

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

住　　所

氏　　名

□法人にあつては、その名称、主たる事務所の□
所在地及び代表者の氏名　　

衛生管理責任者（作業衛生責任者）配置（変更）について（届出）

次のとおり衛生管理責任者（作業衛生責任者）を配置（変更）したので、と畜場法第７条第６項（第10条第２項

において準用する同法第７条第６項）の規定により届け出ます。

１　と畜場の名称及び所在地

２　衛生管理責任者（作業衛生責任者）の氏名、住所及び生年月日

３　衛生管理責任者（作業衛生責任者）がと畜場法第７条第５項各号（第10条第２項において準用する同法第７条第

５項各号）のいずれかに該当する旨

４　衛生管理責任者（作業衛生責任者）を置いた（変更した）年月日

様式第２号　衛生管理責任者（作業衛生責任者）配置（変更）届出書（第２条関係）

（Ａ４判）

（ ）



平成15年10月 6日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

（
食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

食
品
衛
生
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
秋
田
県
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
第
一
号
中
「
第
十
九
条
の
十
七
第
六
項
」
を
「
第
十
九
条
の
十
七
第
八

項
」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
中
「
第
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、

同
表
第
十
一
号
中
「
規
則
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
二
号
中

「
規
則
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
九
条
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
の

備
考
２
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

（
知
事
の
権
限
に
属
す
る
と
畜
並
び
に
食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
事
務

を
食
肉
衛
生
検
査
所
長
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

知
事
の
権
限
に
属
す
る
と
畜
並
び
に
食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る

事
務
を
食
肉
衛
生
検
査
所
長
に
委
任
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
号
（六）
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
」
に
、
「
と
殺
」
を
「
と
さ

つ
」
に
改
め
、
同
号
（六）
を
同
号
（七）
と
し
、
同
号
（五）
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
号
（五）
を
同
号
（六）
と
し
、
同
号
（四）
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
、
「
執

る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
、
同
号
（四）
を
同
号
（五）
と
し
、
同
号
（三）
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十

四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
（三）
を
同
号
（四）
と
し
、
同
号
（二）
中
「
第
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三

条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
（二）
を
同
号
（三）
と
し
、
同
号
（一）
中
「
第
九
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第

十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
（一）
を
同
号
（二）
と
し
、
同
号
に
（一）
と
し
て
次
の
よ
う
に
加

え
る
。（一）

第
七
条
第
六
項
（
第
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
号
（一）
中
「
第
三
条
第
二
号
」
を
「
第
四
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
（二）
中
「
第
六

条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
号
（二）
を
同
号
（三）
と
し
、
同
号
（一）
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（二）

第
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
号
（七）
中
「
第
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
十
二
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

（
食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
三
年
秋
田
県

規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
第
五
号
中
「
第
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
十
二
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」

を
「

」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
七
十
五
号

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
ハ
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
一
号

ハ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
ハ
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号
ハ
」
に

改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
ハ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十

一
号
ハ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
ハ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号

ハ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
七
号
中
「
第
十
三
条
の
三
第
七
項
第
二
号
又
は
第
二
十
一
条
の
十
九

第
八
項
第
二
号
」
を
「
第
十
三
条
の
三
第
八
項
第
二
号
又
は
第
二
十
一
条
の
十
九
第
九
項
第
二
号
」

に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
ハ
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
一
号

ハ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
ハ
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号
ハ
」

に
、
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
本
文
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
一
号
本
文
」

を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
本
文
及
び
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号
本
文
」
に

改
め
る
。

「

「

様
式
第
一
号
、
様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
」

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

７

第
1
9
条
の
1
7
第
６
項
　
　
　
第
1
9
条
の
1
7
第
８
項

第
1
9
条
の
1
7
第
４
項
各
号
　
　
　
第
1
9
条
の
1
7
第
６
項
各
号

第
１
条
の
２
第
３
項
　
　
　
第
１
条
の
３
第
２
項

第
1
2
条
第
４
項
　
　
　
第
1
2
条
第
６
項
　
　
　
　
第
1
2
条
第
３
項
各
号

第
1
2
条
第
５
項
各
号

第
3
1
条
の
２
第
２
項
第
1
1
号
ハ

第
3
1

第
6
2
条
の
３
第
４
項
第
1
1
号
ハ

第
6
2

条
の
２
第
２
項
第
1
2
号
ハ

条
の
３
第
４
項
第
1
2
号
ハ



平成15年10月 6日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
住
宅
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
七
十
六
号

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
住
宅
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
優
良
住
宅
認
定
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
二

十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
ニ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号
ニ
」

を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
ニ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
三
号
ニ
」
に
改
め

る
。第

二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
ニ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第

十
三
号
ニ
」
に
、
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号
ニ
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十

三
号
ニ
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
ニ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号

ニ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
ニ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
三
号
ニ
」
に

改
め
る
。

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
、

「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

「

「

様
式
第
二
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改

」

」

め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
訓
令
第
二
十
号

庁
　
中
　
一
　
般
　

各

地

方

機

関

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
十
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

秋
田
県
人
事
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
秋
田
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
の
表
第
六
号
中
「
、
昇
任
及
び
降
任
の
場
合
を
除
き
」
を
削
り
、
「
相
互
間
、
又
は
組
織

規
則
第
二
百
四
十
五
条
第
二
項
の
表
第
四
十
九
号
か
ら
第
五
十
一
号
ま
で
に
規
定
す
る
職
」
を
「
又

は
単
純
労
務
の
職
員
（
車
両
長
、
技
能
主
任
及
び
技
能
技
師
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め

る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
訓
令
第
二
十
一
号

庁
　
中
　
一
　
般
　

各

地

方

機

関

秋
田
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
十
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

秋
田
県
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
五
十
一
年
秋
田
県
訓
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
条
第
一
項
の
表
地
方
機
関
の
項
第
四
号
中
「
及
び
総
合
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
」
を

「

「
、
総
合
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
及
び
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
」
に
、

８

第
3
1
条
の
２
第
２
項
第
1
2
号
ニ

第
3
1
条
の
２
第
２
項
第
1
3
号
ニ

第
6
2
条
の
３
第
４
項
第
1
2
号
ニ

第
6
2
条
の
３
第
４
項
第
1
3
号
ニ

第
3
1
条
の
２
第
２
項
第
1
2
号
ニ

第
3
1
条
の
２
第
２
項
第
1
3
号
ニ

第
6
2
条
の
３
第
４
項
第
1
2
号
ニ

第
6
2
条
の
３
第
４
項
第
1
3
号
ニ

訓
　
　
　
　
　
　
令

事
務
局
次
長

総
務
課
長

教
務
学
生
課
長

図
書
・
情
報
セ
ン
タ
ー

室
長

当
該
事
務
を
所
掌
す
る

班
の
班
長

当
該
事
務
を
所
掌
す
る

班
の
班
長

事
務
局
長
が
あ
ら
か
じ

め
指
定
す
る
職
員



平成15年10月 6日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

「
を

」

「

に
、

」

「

を
」

に
改
め
る
。

」

別
表
第
五
秋
田
県
立
大
学
及
び
秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
秋
田
県
立
大
学
学
長
の
項
第
一
号
中

「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
、
同
表

秋
田
県
立
大
学
及
び
秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
事
務
局
次
長
の
項
第
一
号
中
「

」
の

次
に
「

」
を
加
え
、
同
表
秋
田
県
立
大
学
及
び
秋
田
県
立
大
学
短
期

「

大
学
部
の
項
中
「

」
を
「

」
に
、

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

」

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

９

総
合
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
　
　
　
　
　
、
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長

教
務
学
生
課

、
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
室
」

附
属
生
物
工
学
研
究
所
長
　
　
　
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長

図
書

総
務

・
情
報
セ
ン
タ
ー
室
長

管
理
課
長

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
室
長

図
書
・
情
報
セ
ン
タ
ー
室
長

総
務
管
理
課
長

事
務
局
次
長

総
務
課
長

教
務
学
生
課
長

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ

ー
室
長

図
書
・
情
報
セ
ン
タ
ー

室
長

当
該
事
務
を
所
掌
す
る

班
の
班
長

当
該
事
務
を
所
掌
す
る

班
の
班
長

事
務
局
長
が
あ
ら
か
じ

め
指
定
す
る
職
員

事
務
局
長
が
あ
ら
か
じ

め
指
定
す
る
職
員

教
務
学
生
課
長

当
該
事
務
を
所
掌
す
る

班
の
班
長

教
務
学
生
課

地
域
共
同
研

セ
ン
タ
ー
室

長究長

当
該
事
務
を
所
掌
す
る

班
の
班
長

事
務
局
長
が
あ
ら
か
じ

め
指
定
す
る
職
員



発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
五
百
円

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
ara@

m
atsu
b
arain
satsu
.co
.jp

古紙配合率100％


